
春日井市北東部の基盤をなす岩盤は古生層です。

春日井市細野周辺では北部に古生層が露頭し、南部では上部に第三紀層が堆積しています。

この古生層は一般に秩父古生層と呼ばれ、チャート、砂岩、粘板岩よりなります。

第三紀層は、粘土分を多く混在した礫質土よりなり、土岐砂礫層と呼ばれています。

今回紹介する地質スポットは古生層の岩盤に見られる奇妙な模様の巨石です。

古生層は長い年月（3～5億年）の間に、当初水平であった層理は地殻変動による褶曲を

繰り返し、傾斜したり、わん曲したり、途中で引きちぎられたり、硬い岩盤がまるで軟らかい

飴細工のようにくねくねと奇天烈な文様を見せてくれます。

よくよく考えれば、人力では到底及ばないその強力な地球の力にゾッとすることでしょう。

そんな奇妙な文様の露岩、巨石を探しながら、お手軽なプチ登山も出来てしまう東海自然

歩道が整備されています。

写真1に見られる巨石は、暑さ数cmの層理がうねうねと褶曲し、「どうしたらこんな事に？」

と首をかしげ、見とれてしまいます。

自然歩道は沢沿いに整備されており、途中には写真2に示す「縁者不動の滝」があります。

写真1

縦横5m以上もある巨石
うねうねした文様が目を引きます。
石のこと、古生層のこと、地球のこと、知れば知るほど感心が
深まる、そんな巨石ではないでしょうか。
もしかしらたら、東日本大震災時に、プレート境界部などでは
こんな模様が新たに生まれているかもしれません。

そもそもこんな巨石、どこから転げ落ちてきたのでしょう？ 写真2
なんでここで止まったのでしょう？
よく割れませんでしたね。 縁者不動の滝
いつからここにいるのですか？ 落差5m程度の小さな滝ですが、下流には橋が架か
当然、石は答えてくれませんでした。 り、椅子もあることから、滝を眺めらがらゆっくり、

お弁当など食べられます。
自然歩道から斜面を30mほど登ったところで発見しました。

身近な地質スポット
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余談ですが、

この地質スポットの近くにはこんなお店がありました。

春日井ラーメン　楽喜

春日井ラーメン「楽喜」　愛知県 春日井市 高蔵寺町3-2-11
営業時間／水～月　11:30～14:00　18:00～23:00
定休日：火曜日

高蔵寺駅南口近くにある消防署の東側にあります。
マンションの1Fです。
駐車場もありました。

「春日井ラーメン発祥の店」

「春日井ラーメン」とは、
塩とんこつ、平打ち縮れ面、トッピングに梅干し

写真は、「塩とんこつラーメン」です。
こくがあって濃厚ですが、あっさりいただけます。

ほかに、「まぜそば」もありました。

春日井ラーメン

「楽喜」

縁者不動の滝


